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膀 胱 上 皮 性 腫 瘍 の 成 因 と 分 類
B.H.Xpyl双eB(V.1.Khruschev)
ypoilomfl(Urologiya)24巻5号3～8頁
おお くの研究者が,上 皮性 膀胱 腫瘍 の分類 を
こころみているが,一 般には,膀 胱乳頭腫 と,
いろんな程度のガン腫 とにわけ,さ らに膀胱 壁
への浸潤のふかさで,ま た,程 度 をわ け てい
る.JewettやMarsha11などの,ア メ リカの
研究者の分類 は,膀 胱腫瘍 の組織学 的な構造 に
もとずき,臨 床 的徴候 を無視 してい るか ら,臨
床家を満足 させず,診 断 と予後 の決定 に は役 だ
たない.そ れで,著 者 は,1940年より58年まで










IV)膀胱外へ.転移あり無秩序 な配 列 と凝
る.(片 村永樹抄訳)
  On a Subject from "Complications of Regional  'Anesthesia" 
                        Daniel C. Moore, M. D. 
Complications of Regional Anesthesia  : CHARLES C THOMAS, Springfield, 1955
腰椎麻酔又は硬膜外麻酔によつて生じる低血
圧について,原因,症 状,予 防,治 療に亘つて
述べ,最後に註釈を加えた.
A原 因:以下の如 く分類,記 述 される.
血管収縮性交感神経麻痺によつて小動脈の拡
張が生 じ末梢抵抗 を低下 させ る.同 時に末梢 静
脈 の拡張 もあつて血液 が うつ滞す る.そ の程 度
は麻酔 の高 さに直接支配 され る.
以上 が一次的原因neurogeniccirculatory
depressionと名づけ られ る ものである.
952 外 国 女 献 抄 録
次 に列 記する如 き二次的原 因が関係 す る.血
液量 の減少状態,躯 幹 筋麻 痺,腎 副腎 の神経麻
痺,局 所麻酔剤 の全身性毒作 用,外 科的侵襲




血 圧降下,頻 脈又は徐脈,酸 素 欠乏に よる症
状(欠 伸,悪 心,嘔 吐,不 穏,咳 量,耳 鳴,頭
痛)等 をみ る.な お酸素欠乏状態 にあつて も低
血圧 のあ るときはCyanosisをみないのが普 通
であ る.
C予 防:
血圧 測定,血 管 収縮剤を予め探与す るぞ酸素
供殺 ・静脈内輸 液・全身状態 の悪 い患者 には高





3.血 管収 縮剤の投与 種 々の薬 剤がみ られ
るが,そ の撰 択は,患 者の脈搏数 に よつて或 る
程度定 め ることが出来 る.徐 脈 の ときは心筋刺
戟作 用の著 しいephedrilleなどが,頻 脈 の と
き'は'o搏動数 を減 じ,し か も心搏 出量 を高 め る
neosynephrineなどが適 当であ る.
4.頭 低位(Fowler'sposition)一時的 に
血圧 を保つのに有効で あるが,輸 液,輸 血,血
管収 編剤の併 用は不可 欠であ る.
5.酸 素欠乏 に由来 する合併 症の処置
その1.痙 攣,酸 素供給 を まず試 み,必 要 に
応 じてpentpthal50～75mgを反覆 静注す る.
その2.脳 浮腫 適確 な診断が第 一 で あ る






























来る.し かし何れの静脈にも危険性 は 挙 るの
で,循 環障害の兆候を認めるときは直ちに冷羅
法を用い,時 には交感神経切除を行う必票があ
る.(田 中正躬抄訳)
